
日 程 行 程 宿泊先

１日目

7:50 11:30

新潟中央IC＝＝＝＝（磐越道・常磐道）＝＝＝＝広野IC＝＝＝＝楢葉町/ Jヴィレッジ（昼食）＝＝＝＝国道６号＝＝＝＝

貸切バス利用 ※休憩：阿賀野川SA／阿武隈高原SA ～一部、帰還困難区域通行～

13:30 18:00

＝＝＝双葉町/東日本大震災・原子力災害伝承館及び周辺＝＝＝＝Jヴィレッジ（泊）
楢葉町

２日目

【１ クラス別選択学習→まとめのワークショップ】 ※１～２クラスに分かれて実施

8:30 9:20 14:00

Jヴィレッジ＝＝＝＝震災・原発事故の被災地域での選択学習（昼食を含む）＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝浪江町内＝＝

貸切バス利用

【２ 全クラス共通学習→まとめのワークショップ】

8:30 9:20

Jヴィレッジ＝＝＝＝広野IC＝＝＝（常磐道）＝＝＝浪江IC＝＝＝浪江町内（昼食を含む）＝＝＝

貸切バス利用

17:00～ 17:30

＝＝＝浪江IC＝＝＝（常磐道）＝＝＝いわき湯本IC＝＝＝スパリゾートハワイアンズ（泊）

いわき

湯本

３日目

【１ 選択学習（いわきエリア）】

8:30 11:10～12:20

スパリゾートハワイアンズ＝＝＝クラス別選択学習(いわきエリア）※次ページ参照＝＝＝いわき・ら・ら・ミュウ（昼食）＝＝＝

貸切バス利用
12:30～13:30 17:10

＝＝＝環境水族館アクアマリンふくしま＝＝いわき湯本IC＝＝（常磐道・磐越道）＝＝新潟中央IC 

【２ 選択学習（会津エリア）】 ※休憩：阿賀野川SA

8:30 10:20～11:40

スパリゾートハワイアンズ＝＝＝いわき湯本IC＝＝（常磐道・磐越道）＝＝磐梯河東IC＝＝＝会津若松市/會津藩校日新館・・・・

貸切バス利用 ※休憩：阿武隈高原SA

12:10～13:20                 13:30～14:20 14:30 ※休憩：阿賀野川SA 16:20

・・・鶴ヶ城会館（昼食）・・・鶴ヶ城＝＝＝＝鶴ヶ城会館＝＝==会津若松IC＝＝=（磐越道・東北道）＝＝=新潟中央IC

③ホープツーリズム＋会津エリア又はいわきエリア（比重＝２：１） 【２泊３日】

選択学習の共有
まとめのワークショップ

■フラダンスショーの見学

宿泊施設到着後のオプションプログラム

■希望に応じたオプション（以下から選択が可能）
①アウトプット（振り返り） 【60分～】
②【防災・減災】避難所運営シミュレーション教材「さすけなぶる」【90分】
③【原発・廃炉】東京電力社員との対話【60分】 ➃【その他の分野】HMとの対話【60分】

【防災・減災】避難所運営シミュレーション教材「さすけなぶる」【90分】
【地域づくり】まちづくり会社との対話 【60分】
まとめのワークショップ【150分】

＝＝＝

新潟県

東日本大震災・原子力災害伝承館及び周辺のプログラム

・ガイダンス（バス車内）【20分】
・館内見学【60分】
・対話（住民：語り部 又は 地域づくり：まちづくり会社）【40分】
・フィールドワーク【60分】

｢１｣と｢２｣は
ニーズに応じて
いずれかを選択

○｢分野(テーマ）｣又は｢自治体｣に分かれて実施[施設見学・対話・フィールドワーク]
※分野例：地域づくり､農林水産､医療･福祉､原発･廃炉､エネルギー､環境回復､新産業など
※自治体：避難指示解除の時期により復興の現状・課題が異なる地域を学ぶ

｢１｣と｢２｣は
ニーズに応じて
いずれかを選択



日程 行 程

３日目

8:30 9:00頃より約90分（各コース２クラス程度対応可）

スパリゾートハワイアンズ

11:10～12:20

＝＝11:10集合：いわき・ら・ら・ミュウ（昼食）

③ホープツーリズム＋会津エリア又はいわきエリア（比重＝２：１） 【２泊３日】

①歴史学習
国宝 白水阿弥陀堂
（所要時間：約60分）
※拝観料あり

岩手県の中尊寺金色堂などと同様に東北地方に現存する平安時代の建造物の一つ。福
島県内で唯一、国宝建造物に指定されています。平安時代後期の代表的な阿弥陀堂建
築や浄土式庭園の歴史・文化について学ぶことができます。堂内では、住職や僧侶か
ら白水阿弥陀堂の由来などの講話を聞くこともできます。

②トマト栽培に関する
６次産業化の取り組み・収穫体験
株式会社ワンダーファーム
（所要時間：約60分）

全国でもトップクラスの年間日照時間を誇るいわき市の特産品であるトマトを中心に
生産・加工・販売を行う６次産業化施設。施設概要や６次産業化に関する説明を聞く
ことができるほか、トマトの収穫体験なども可能です。

③産業遺産（ヘリテージ）学習
常磐炭鉱産業遺産フィールド学習
（所要時間：約60分～要相談）
※ガイド無料

本州最大の炭田として日本の産業発展を支えた常磐炭田。「いわきヘリテージ・ツー
リズム協議会」のガイドが、エネルギー革命による需要減のため閉山となった「常磐
炭鉱の産業遺産」を解説します。エネルギーと地域社会の変遷から、これからのエネ
ルギーのあり方を改めて考えることができます。

クラス別選択学習（いわきエリア）

新潟県

＝＝＝＝＝＝


